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長
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理

森
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衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
税
理
士
に
対
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
協
力
依
頼
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
税
理
士
に
対
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
協
力
依
頼
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
及
び
二
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
個
人
が
地
方
団
体
（
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
寄
附
を

行
っ
た
場
合
に
、
当
該
寄
附
に
係
る
寄
附
金
に
つ
い
て
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
を
適
用
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
は
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
納
税
者
の
思
い
を
寄
附
税
制
上
配
慮
す
る
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
碧
南
市
の
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
直
接
違

反
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
総
務

省
で
は
愛
知
県
を
通
じ
て
同
市
に
同
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
方
団
体
が
一
般
的
に
こ
う
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
の
は
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
納
税

者
の
思
い
の
実
現
に
資
す
る
よ
う
、
広
く
一
般
に
当
該
地
方
団
体
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
で
あ
る
の
に
対
し
、
碧

一



南
市
が
税
理
士
に
対
し
、
謝
礼
を
渡
す
こ
と
を
約
束
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
の
は
、
当
該
税
理
士
を
通
じ
て
特
定
の
個
人
に

対
し
て
同
市
に
寄
附
を
行
う
よ
う
個
別
に
勧
誘
す
る
た
め
で
あ
り
、
両
者
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

二


